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１．研究計画の概要 
コミュニケーション能力の低下など医学生
の「情意・技能面」に関する能力の低下は，
現在われわれが直面する問題の一つである。
こうした問題は，入学後の教育によっても改
善が難しく，したがって入学時での選別の必
要性が叫ばれている。本研究では，高知大学
医学部が行う態度・習慣領域評価型の入試
（ＡＯ入試）のデータをもとに，入学者の動
向を在学中，卒業後まで長期にわたり継続的
に追跡調査・解析し，態度評価の評価項目と
評価尺度の妥当性を検証するものである。 
 
２．研究の進捗状況 
入学後，態度・習慣領域について学生間で相
互評価を行い（学生間ピア・レヴュー），Ａ
Ｏ入試選抜時における態度評価との相関を
調べ，選抜時評価尺度の妥当性を検討した。
また，入試選抜ごとにピア・レヴュースコア
を比較し，ＡＯ入試において態度・習慣領域
に優れた学生が選抜できているか検証した。 
現在までに，平成 15，16 年度入学者の解析
が終了している。 
（1）ＡＯ入試入学者における学生間ピア・
レヴューと選抜時態度評価の相関 
ＡＯ入試入学者における，学生間ピア・レヴ
ューと選抜時態度評価の相関は， 2 年次より
も 6年次スコアで正の相関が高く顕著となっ
た。 
（2）入試選抜ごと（ＡＯ，教科型方式，問
題解決能力試験方式）のピア・レヴュースコ
ア比較 
平成 15年度ＡＯ入試入学者については，2年
次ピア・レヴュースコアが教科型方式群に比
較し有意に高いことが明らかとなった
（p<0.01）。ピア・レヴューのいくつかの項

目においては，問題解決能力試験方式群との
間にも有意差が認められている。 
平成 16年度入学者については，2年次ピア・
レヴュースコアはＡＯ入試入学者群が問題
解決能力試験方式群に比較し有意に高いこ
とが明らかとなった（p<0.05）。ピア・レヴ
ューのいくつかの項目においては，教科型方
式群との間にも有意差が認められている。 
6 年次ピア・レヴュースコアはＡＯ入試入学
者群と他の選抜群との間に有意差が認めら
れにくい結果となっている。この原因として，
ＡＯ以外の選抜群においては，留年・退学者
が多く見られ，これらデータを６年次解析に
おいて排除したことが影響していると考え
られる。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
学生間ピア・レヴューは既に行っているもの
の、臨床研修先ピア・レヴューの準備に際し、
当初予定していたよりもやや長い時間を要
し、当初予定したスケジュールよりも若干の
遅れが生じている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
臨床研修先でのピア・レヴュー調査について，
現在，準備中である。本調査のデータを合わ
せ解析・検討を進めたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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